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日本日本IHEIHE協会の適応分野（協会の適応分野（ドメインドメイン））

放射線

放射線治療

循環器

臨床検査

病理・臨
床細胞内視鏡

眼科

ITI

PCD

PCC

PCD: Patient Care Device
PCC: Patient Care Coordination
QRPH: Quality, Research and Public Health

QRPH
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ITIITI
地域連携システムに活用できる業務シナリオ

 XDS (Cross Enterprise Document Sharing)
 PIX (Patient Identifier Cross Referencing)
 PDQ (Patient Demographics Query)
 ATNA (Audit Trail and Node Authentication)
 CT (Consistent Time)
 NAV (Notification of Document Availability)
 RFD (Retrieve Form for Data Capture)

ITI分野でその他に検討されている業務シナリオ
 PAM (Patient Administration Management)
 EUA (Enterprise User Authentication)
 PSA (Patient Synchronized Applications)
 BPPC (Basic Patient Privacy Consents)
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ITIITIの業務シナリオ（統合プロファイル）の業務シナリオ（統合プロファイル）

医療機関職員の登録簿医療機関職員の登録簿
（（PWPPWP））

施設内施設内
ユーザ認証（ユーザ認証（EUAEUA））

ユーザに単一の名前と全システムにわたる
集中認証プロセスを提供

表示のための表示のための
情報検索（情報検索（RIDRID））

患者登録・管理
（PAM)

一患者に対する複数アプリケーションのデ
スクトップ上での同期

アプリケーション間のアプリケーション間の
患者同期（患者同期（PSAPSA））

時刻の整合性時刻の整合性
（（CTCT））

ネットワーク接続されたシステムにおける時
刻の整合

監査証跡と監査証跡と
ノード認証（ノード認証（ATNAATNA））

セキュアなドメインを形成するための監査証
跡とノード間認証

ドキュメント電子署名ドキュメント電子署名
（（DDS)DDS) 患者患者IDID相互参照相互参照

（（PIXPIX））

患者IDを異なるIDドメイン間でマ
ッピング

患者基本情報の患者基本情報の
問い合わせ（問い合わせ（PDQPDQ））

ドキュメント利用可能通知ドキュメント利用可能通知
（（NAVNAV））

ドキュメント
共有

XDS

ドキュメント
交換 1対１

XDR

メディア交換

XDM
ドキュメント交換のための統合プロファイル

スキャン文書

XDS-SD

施設間ユーザ認証施設間ユーザ認証
（（XUA)XUA)

アプリケーション内データを外部利
用するフォームデータの読み出し

データ入力のための入力シー
ト管理（RFD)コミュニティ間アクセス

XCA

施設内だけの利用
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施設間医療情報共有
（XDS）

施設間・地域連携システムに施設間・地域連携システムに

利用できる業務シナリオ利用できる業務シナリオ

XDS ： Cross-Enterprise Document Sharing
XDS-I：Cross-Enterprise Document Sharing 

for Imaging
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XDSXDSを構成する４機能を構成する４機能(Actor)(Actor)

情報生成源（Document Source)
文書やデータを登録。いわゆる紹介元が利用する機能。

情報保存庫（Document Repository)
文書やデータの実体を保管。

情報管理簿（Document Registry)
文書やデータの保管場所（どこの文書保存庫に保管さ

れているか）を記録。１つの地域連携網（アフィニティドメ
イン）に１つ存在。

情報利用者（Document Consumer)
文書やデータを参照。紹介先の施設で利用する機能。
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ドキュメントドキュメント
リポジトリリポジトリ

急性期診療
(入院)

初期治療、診療
(救急)

長期診療

他の専門的診療
または診断サービス

ドキュメントドキュメント
レジストリレジストリ

ドキュメント
の提出

ドキュメント
の検索

情報共有シナリオの特定情報共有シナリオの特定

アフィニティ

ドメイン

の設定

ドキュメントドキュメント
利用者利用者

ドキュメントドキュメント
リポジトリリポジトリ

ドキュメントドキュメント
リポジトリリポジトリ



9
9

IHEIHEによるによるHIEHIEの広がりの広がり

１８カ国以上で１８カ国以上で
HIEsHIEsに利用さに利用さ
れているれている

１８カ国以上で１８カ国以上で
HIEsHIEsに利用さに利用さ
れているれている
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IHEIHEととEHREHR

EHRは各国の医療IT化国家プロジェクト

 IHEは各国のプロジェクトの中で、相互接続性確保
の手法として重要な役割

XDSは国家プロジェクトに採用
(Italy, France, Canada, Austria, USA, etc.)

→わが国の臨床現場での適用を確立、国内拡張案の
策定と国際的共通コアの提案へ（IHE-J)

→IT新改革戦略の実現に向けて
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患者IDの参照のしくみ
（PIX/PDQ）
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患者 IDソース

コミュニティ
クリニック 中核病院

電子カルテ

患者患者IDIDの相互参照の相互参照
PIXPIX （（Patient ID Cross Referencing) Patient ID Cross Referencing) 

M8354673993

14355M8354673993

L-716

A87631
患者ID提供

患者IDの
問い合わせ

患者ＩＤ提供 M8354673993

A87631L-716

患者ID相互参照マネージャ

L-716

A87631

患者ID相互参照
コンシューマ

患者 IDソース

患者ID ソース 患者ID 相互参照
コンシューマ

地域連携センタ
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患者基本情報の問い合わせ患者基本情報の問い合わせ
Patient Demographic QueryPatient Demographic Query（（PDQV3)PDQV3)

患者情報
コンシューマ

Patient Demographic
Consumer

患者情報
提供

Patient Demographic
Supplier

患者基本情報の照会患者基本情報の照会
Patient Demographic Patient Demographic 
Query HL7 V3Query HL7 V3

患者来院情報の照会患者来院情報の照会
Patient Demographic Patient Demographic 
and Visit Queryand Visit Query

患者ID,氏名、生年

月日、性別 の患者
はいますか？ 患者基本情報

DB

旧バージョンPDQも使用可能
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データ入力のための
入力シート管理

（RFD）



15

RFDRFD （（Retrieve Form for Data Capture)Retrieve Form for Data Capture)

医師などが電子カルテやオーダーエントリーシステムから、
データを集め、外部のシステム（公的機関や行政機関）に
データを転送する。

多くの施設のEHRのデータを所定の入力シートに記入し
て提出する（フォームフィラ）

所定の入力シートはフォームマネージャが管理

提出先はフォームレシーバ

アーカイバは、データの一時保存

フォームアーカイバ

XForm1.0



16

臨床試験スポンサー

対になったフォー
ムマネージャとフ
ォーム・レシーバ

疾病登録

医薬安全・

データ収集機関

連邦や州の機関

開業医
フォームフィラ

（実際にフォーム
を元に書込み）

利用例：新薬の臨床試験
感染症サーベイランス
鳥インフルエンザ

各医療機関のEHRに

ある情報を定められた
フォームで収集するこ
とができる
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セキュリティ基盤セキュリティ基盤
（監査証跡と装置認証（監査証跡と装置認証 ATNA, ATNA, 

時刻同期時刻同期 CTCT））
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Secure NodeSecure Node

ATNAATNAの概要の概要

ATNAのAT (Audit Trail）は、監査証跡用ログ
取得方法を定める。

ATNAのNA (Node Authentication）は、装置
（アクタ）間の認証方法を定める。

Secure Node Audit
Repository

各アプリケーション
（ログ出力元）

ログサーバ
（ログ出力先）
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Secure NodeSecure Node

CTCTの概要の概要

CT (Consistent Time)は、時刻同期を行うため
の仕組みを提供。

正しいログを取得して監査を実現するためには
全てのアプリケーションが同じ時刻を保持してお
かなければいけない。

Time Client Time Server

各アプリケーション 時刻管理サーバ
（NTPサーバ）

時刻問合せ
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複数アプリ間のユーザ複数アプリ間のユーザID,ID,
患者選択の共有患者選択の共有

（（EUA/PSAEUA/PSA））
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CCOWCCOWが定義する仕組みが定義する仕組み

Context

Context
Manager

(1)(1)共有する情報（共有する情報（ContextContext）の定義）の定義

(2)Context(2)Contextの同期を管理するプロセス（の同期を管理するプロセス（ContextContext ManagerManager）の定義）の定義

(3)Context Manager (3)Context Manager とアプリケーション間のトランザクション仕様とアプリケーション間のトランザクション仕様

実現するアプリケーションの機能は
Single Sign On と患者同期
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PC1 PC2

CAM: Context Area Manager
AP: Application 1,2 …
PC: Personal Computer 1,2 …

CAM CAM

EMR

AP1
Report
Viewer

AP３
PACS

Viewer

AP2

Context AreaContext Area

User-ID, Patient-ID

User-id
logIn Auto-logIn

User-id User-id

User-id

IDIDが連動する仕組みが連動する仕組み

User-ID, 患者IDを共有
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・・
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PCD (Patient Care Device)PCD (Patient Care Device)
患者モニターなど（患者モニターなど（PCD)PCD)に活用できる業務シナに活用できる業務シナ
リオリオ

DECDEC （（Device Enterprise CommunicationDevice Enterprise Communication））
PIVPIV （（PointPoint--ofof--care Infusion Verification care Infusion Verification ））
ACMACM （（Alarm Communication ManagementAlarm Communication Management））
RTMRTM （（Rosetta Terminology MappingRosetta Terminology Mapping））
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20092009--1010年度年度 IHEIHE--J PCDJ PCD
医療機器（心電モニター、呼吸モニターなど）からの医療機器（心電モニター、呼吸モニターなど）からの
データの取り込みの標準化データの取り込みの標準化

DEC: Device Enterprise CommunicationDEC: Device Enterprise Communication
SPD: Subscribe to Patient DataSPD: Subscribe to Patient Data
RTM: Rosetta Terminology MappingRTM: Rosetta Terminology Mapping

PIB: Patient Identity Binding Option for DECPIB: Patient Identity Binding Option for DEC
アラームの通知管理アラームの通知管理 （ナースコール、心電モニター（ナースコール、心電モニター
のアラーム）のアラーム）

ACM: Alarm Communication ManagementACM: Alarm Communication Management
ベッドサイド輸液検証（輸液ポンプの確認）ベッドサイド輸液検証（輸液ポンプの確認）

PIV: PointPIV: Point--ofof--Care Infusion VerificationCare Infusion Verification
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DEC DEC 医療機器からのデータの取り込医療機器からのデータの取り込
みの標準化みの標準化

電子カルテ

DOC
Data Observation Consumer

DOR
Device Observation Reporter

DOF
Device Observation Filter

医療機器

HIS/CIS

メーカ独自書式で良い

HL7 V2.5

HL7 V2.5

HL7 V2.5

タイミング・データ
の選択

RTM
Rosetta用語
マッピング
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ACM ACM アラーム通知管理アラーム通知管理

AR
Alarm Reporter

AM
Alarm Manager

AC
Alarm Communicator

AA
Alarm Archiver

ナースコール
モニタ etc.

• 原アラーム機能はそのまま

• アラーム設定値は変更しない
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PIV PIV ベッドサイドベッドサイド 輸液検証輸液検証

BCMABCMA
Bedside ComputerBedside Computer--assisted Medication Administrationassisted Medication Administration

DOFDOF
Device Observation FilterDevice Observation Filter

DOCDOC
Device Observation ConsumferDevice Observation Consumfer

DORDOR
Device Observation ReporterDevice Observation Reporter

輸液ポンプ輸液ポンプ

IOPIOP
Infusion Order ProgrammerInfusion Order Programmer

IOCIOC
Infusion Order ConsumerInfusion Order Consumer

•• 正しい患者に正しい患者に
•• 正しい薬を正しい薬を
•• 正しい量で正しい量で
•• 正しいルートから正しいルートから
•• 正しい時間に正しい時間に
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HIMSS Showcase ’09 HIMSS Showcase ’09 -- OROR
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HIMSS Showcase ’09 HIMSS Showcase ’09 -- ICUICU
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RTMRTM（ロゼッタ用語変換）（ロゼッタ用語変換）

TodayToday TomorrowTomorrow

メーカーA

メーカーB

メーカーC

Rosetta 
Mapping 

Table (RTM)

Rosetta 
Mapping 

Table (RTM)

HL7 V2
Messages

HL7 V3
CDA/CCD

11073
PnP Comm

メーカ独自のメーカ独自の
文法文法

PCD TFPCD TFによるによる
標準化された標準化された
内容内容
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最新動向最新動向

Continua Health AllianceContinua Health AllianceととIHEIHEの協力の協力
2008.102008.10
米米Intel Corp.Intel Corp.が中心となりが中心となり20062006年年66月に設立した月に設立した

非営利団体。非営利団体。
•• 健康機器の相互接続性を確保する。家庭向けの体重（体組成）計健康機器の相互接続性を確保する。家庭向けの体重（体組成）計

や血圧計，歩数計などといった複数のや血圧計，歩数計などといった複数の 健康機器同士あるいは健康健康機器同士あるいは健康
機器と電子機器を，異なるメーカーの機器であっても相互に連携し機器と電子機器を，異なるメーカーの機器であっても相互に連携し
、測定データをネットに接続できる。「つながる健康機器」。、測定データをネットに接続できる。「つながる健康機器」。

•• IntelIntel社のほか，韓国社のほか，韓国Samsung Electronics Co.Samsung Electronics Co.，，Ltd.Ltd.やや
フィンランドフィンランドNokia Corp.Nokia Corp.や米や米IBM Corp.IBM Corp.，米，米MotorolaMotorola，，
Inc.Inc.，オランダ，オランダRoyal Philips ElectronicsRoyal Philips Electronics社，米社，米Texas Texas 
Instruments Inc.Instruments Inc.，シャープ，松下電器産業のエレクトロ，シャープ，松下電器産業のエレクトロ
ニクス・メーカーが参加している。ニクス・メーカーが参加している。
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Personal Health MonitoringPersonal Health Monitoring
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さいごにさいごに

情報システムの情報システムのITIT基盤（施設間連携など）基盤（施設間連携など）
を支えるのがを支えるのがIHEIHE--ITIITI。。
OPOP室、室、ICUICUなどのモニター類を相互接続などのモニター類を相互接続
するのがするのがIHEIHE--PCDPCD。さらに、家庭用体重。さらに、家庭用体重
計、体温計などの医療用具以外のものも計、体温計などの医療用具以外のものも
対象にする（例：対象にする（例：ContinuaContinua）。）。

IHEIHEの業務シナリオには、さまざまなものの業務シナリオには、さまざまなもの

があり、正しく理解して、是非、上手に利があり、正しく理解して、是非、上手に利
用して下さい。用して下さい。
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ENDEND

情報システムがバベルの塔情報システムがバベルの塔
にならないようににならないように………………


